
Point 1 
上面/下面に段差があるモデルに対し、テーパ形状や上下異形状のワイヤ輪郭を 

自動で認識し、段差により加工条件変更も自動で行えます。 

Wire  Module 

自動認識 段差設定 



Point 3 
多様な加工品質にこたえるため、加工順番の設定方法も柔軟に対応、 

多彩なアプローチ方法やコーナ処理、補正機能を用意しています。 

※ 記載されている製品名、会社名等は各社の登録商標、または商標です。 
※ このリーフレットの記載内容は2012年10月現在のものです。 
  記載内容につきましては予告無く変更することがありますのでご了承ください。 

加工順番の設定 （ワイヤー輪郭優先度設定） 

テンプレート機能 パラメータ設定 

コマンドマネージャー 

Point 2 
3D CAM ,2Dモジュール同様、わかりやすく充実したユーザーI/F環境を提供し 

テンプレート機能により早期立ち上げをサポートします。 

アプローチ・エスケープ設定 

http://www.cgsys.co.jp/ 

販売店様 


